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　 In　order 　to　construct 　a　svay 　of　thinkinsf　for　the　design　of　check 　pattems　and 　color 　combinations ，we

reported 　 visl1記 evaluations 　for　three　co ｝or 　 systems （blue，
　 red 　 aIld 　ye重low）of　checks 　wi しh　twQ−colQr

schemes 　combining 　deep　aild 　paユe　sar 匸le −color 　sys しems ，　on 　a　total　of 玉2　s3mples ．　ln　addition ，　two −color

coml ）inations　 and 　three−⊂ 010r 　s⊂hemes　combiniIlg 　pale，　neutral　and 　deep　same −coior （b沁e，　red 　and

yellow）systems
，
were 　made 　regularly ，　and 　their　visual 　evaluations 　were 　compared 　and 　lnvestiga もed ．

　 ユ）As　 a　 result 　 of　 a　 t−test　ror　 sens   ry 　 evaluation 　 which 　paired 七wo − and 　three−color 　 combination

samples ，　 tlle　three−color　 combination 　 samples 　 were 　 quiet　 in　the　 blue　 system ，曲 ile　 the　 two −color

combination 　salnples 聡 re 　quiet　ln　the　red 　and 　yellew 　syst 巳ms ．　And 　the　frequency　distribution　of 　items
with 　 signlficant 　differences“ Fa ．s　 shown 　ill　the　t−test　for　 sensory 　 evalua し10n　 vallles 　 and 　the　freqllency

distributi〔m 　was 　different　in　each 　colQr　sysしeIll、

　 2）As　a　result 　of 　ana 王｝zing 　the　variances ，山 e　two−color　comblnation 　variances 　were 　quite　large　for
七he　col｛〕r　systerns ，　but　the　しhree・co 】or 　combination 　variances 　were 　smalL 　Iしis　colls 正dered　that　the

three−color　cembinatieiis 　were 　affected 　by　color 　and 　design．

　 3）As　a　result 　of 　analyzing 　tl／e　principal　colnponen もs   f　the　tTm−color　combinations 　and 　three −coior

combinat 麦ons 　in　the　bllle　 systeln ，　the 　 cumulative 　proportion　 of 　three −color 　combinattons 　 was 　higher

than　that　of　the　two−color 　comb 正na 七ions．　The　third　eomponent 　of　the　twひ color 　combinations 　concerned

co1or ，耻le　 second 　 and 　third　 compQnents 　 of 　the　 three−color 　 combinations 　 concerned 　 design．　 The

しhree−（：olor　combination 　was 　affected 　by　color 　and 　des正gn．

　　　 　　　　　　　　　　　 （Received　July　9，ユ998；Accepted 　in　revised 　form　March 　8，1999）
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　1．緒　　言

　 ・般 に テ キ ス タ イル に用い る チ ェ ッ ク柄 の デザイ ン

は 色彩お よ び チ ェ ッ ク幅な どに規則性 をも っ た試料 を

求め る こ とが不可能 に 近 い ．そ こ で 柄の
一

つ の パ タ
ー

ン を条件 と して 定 め
， それ に色を加え る こ とに よ り視

覚 イ メ
ージ を調 べ ，色の 変化の 原則性を

・
つ で も見出

す こ と は意義が あ る と考えて い る ．

　占典的な色彩そ の もの の色彩調和論や配色に対する

研究
11
は 数多 く報告 され て い る が ，近代的に テ キ ス タ

イ ル と して の 柄 を 中心 に し た 配色 の 研究 は
，

ス トラ イ

プ幅を変えた り，水玉 の 大 きさを変えた り， 幾何模様

の 全体の 配色 に対す る研究
2 ｝’6 ，

な ど は多少見 られ る．
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Table　l，　Stripe　width 　and 　col   r　of　check 　pattern

　 width （cm ）

density（1／vvkdth）

　 　 color

wa 「pyam
　 　 8　　CA1

．2　 　 1．9　 　 　 3．1
　 　 38　 　 　 6224

weft 　yam
A「　 　 B

「
　 　 　 　 C「

1．z　 　 1．9　 　 　 3．1
16　 　 25　 　 　 41

1．palecdor
2、neutral 　color

3，dee　CQIor

し か し規員il性 を もつ チ ェ ッ ク 柄 の 配色 に 対 す る 研

究
ア．
門 まほ とん ど見られ ない ．そ こ で ，筆者 らは チ ェ

ッ ク柄 を中心 として 配色に対す る 視覚的イ メ
ージ の 原

則 を見 出すこ と を目的と し て検討を行 っ て い る ．柄の

イ メ
ージ を決 め る に は多 くの 要因が 影響 して い る が ，

今回 は色の 基本属性と配色 が色相 （青 ， 赤，黄系）ご

とに どの よ うに影響す る か を比較す るため に，規則性

を 持 つ 2 色 配 色 と 3 色 配 色 に各 々 相対 明度 と相対彩度

を定義，算出 し，官能評価 との 関係を 1itl心と して考察

を試 み た．

　チ ェ ッ ク柄に規則性を表現す る一つ の 条件 に チ ェ ッ

ク柄の幅が あ る．そ こ で ，元来，視覚的 に 美 しい と さ

れ て い る黄金分割を基本と し て チ ェ ッ ク幅 の 条件 と し

た．前報
P：
で は 3段階の 幅を決め，そ の うち， 2段階

の 幅 を組み合わ せ た チ ェ ッ ク幅に つ い て 2 色配色と し

た．色相は 青，赤，黄系で 岡
．
色 系内 の

， 濃色 ， 淡色

を組み 合わせ た試料を作 っ た．

　今回は 2 色配色か ら同
．
色 系 の 中間色 をチ ェ ッ ク幅

3段階 の 最 ノく幅に 入 れ， 3色配色 を規則的に定め ，試

料 を作 っ た ．こ れ ら の試料か らチ ェ ッ ク柄 として 同色

相内 で の 2 色配色 と 3 色配色の 受ける イメ
ージが どの

よ うに 異な る かを見出す こ とを目的 と して い る．

　多様化す る柄に対す る イメ
ー

ジ の 原則 を こ の よ うに

条件を 規定し て 明 ら か に し，こ れ らを積 み ヒげ る こ と

に よ り，テ キ ス タ イル の柄に対する イ メージの客観性

を見出 して い くこ とに努め て い る．

　2．実験方法

　（1） 試　　料

　 3色配色試料 （以 ド3 色配色 と い う）を作る 織糸 は
，

2色配色試料 似 下 2色配色とい う）と同
一
材質綿の

織糸で 2 色配色 の 淡色 と濃色 の 間 に 明度を 変え た 中間

色に染色 を行 い ， 3 段階 の 明度 の 差 を付 け た ．Table

1 に示 した よう に チ ェ ッ クの ス トラ イ プ 幅 は 黄金分割

比 を用 い た 3 段階の 幅 を取 り，
ス トラ イ プ 幅 の た て を

A ，B ，　 C ，よ こ を A
’
，　 B

’
，
　 C

’
と表記 した．　 Table　l

t
’
／1，sに は試料の 各々 の ス トラ イプ幅 に対するた て お よ び

3

−

ABA381

　
4

●

8
　
6

AlB313AB

　

3
■

4
　

6

　 two −co 【or　combirlation

Fig．工．

　　 　 tiOI
’
1　samp ユes

C’2

C12

　 　 0

　 　 414C2

　 　 口

　 　 615C2

three−co［orcombination

Design　of　the　t“ro − and 　three−color 　combina 一

よ こ の 糸本数 を表示 し，色 は 淡色 を 1，中間色 を 2
，

濃色 を 3 と した．

　Fig，1 に 示 す よ うに 2 色 配 色 の 試料は チ ェ ッ ク の 基

本構成 の 大 ささは 「司
・
で織糸の 色の 配意を変 えた No ．

684 と No，643 で ある， 3 色配色は 2 色配色に ス トラ

イ プ 幅 の
・
番広 い 織糸 を 中問色 に し て

，
た て

・よ こ 糸

共 に 加 えた No．414 と No．615の 試 料 で あ る．太 い 線

は，チ ェ ッ ク柄 の 基本構成 で あ り，こ れが繰 り返 して

全体の柄が 出来上 が り，試験部分の大 き さ は 17．5　 crn

× 17．5　cm で 試料 No，は乱数で あ る．

　試料の 作 製 は前報 と同
一

の   ITOI一ク リエ ーター

デ ザイ ン シ ス テ ム に よ り行 っ た．こ の 機械 はたて糸上

に よこ 糸を重 ね て い るだけだが，た て とよ こ に密度 の

差 をお くこ とが で き，明視距離か ら見 る とほ ぼ織 られ

た織物に 見え る．

　（2） 色の 測定

　 2色配色 の 試料 は た て と よ こ に各々 淡色 と濃色 が 使

わ れ，た て 糸密度と よ こ糸密度が 異な る の で 4 カ所の

色 の 測定 を行 っ た ．ま た 3色配色で は淡色，中間色，

濃色 が使わ れ て い る の で 9 ヵ所 の 色 が示 され る，

　色 の 測定は   日本電色工業 の SZS一Σ　80　Color　Mea −

suring 　System を用 い ，入射
’
光 は C 光源 で ，測定面積

は直径 1cm の 円形 で 3 回測色 し，そ の 平均 の 値 を マ

ン セ ル 表示で 示 した．こ れ は前報 と同
一一

条件 で ある．
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Table　 2．

同色相 の 濃淡 を組 み合 わせ たチ ェ ッ ク柄 に 対す る視覚評価

Golor　nf 　yarn　and 　overlap 　with 　warp 　and

weft

colorcobro   am colorto 　overlap

〔HVκ ） wet 　
a「P　　　　 1 Z 3

Blue1232 ．OPB　6．9／3．8
2．5PB　5 〃 5．4
6．3PB　3．2〆131231

．6PB　7．2／3、ア
18PB 　6．4／48
2．3PB　4．7／2．52

βPB　6．5／4、4
2．3PB　5．8！5．5
3．2PB　4．2／3．22

．6PB　5．4 〆2． 
2．1PB　4．7〆3．4
5，9PB　3．D〆1．6

Red123 ア．8RP 　8．↑〆5．0
7．1RP 　6．D〆8．9
3，4R　4β！10 ．21236

、2尺P8 ．0〆4．9
7．5霞P6．8／ア．9
2、1R　5．Z／9、87

．1RP 　7．V6 、Z
7．7RP6 ．O〆9．4
Z．3R　4、ア／11．09

．4RP 　6．4／5．6
9．1RP　5、5／6．7
3．7R　4．2／1τ，5

YelbW1z310 ρY9 ．0〆4．78
βY　8．巳ノ6．8
6．7Y　8．6〆9．9123

．86Y　9．0／4．3
9．5Y　8、9／6．6
8、4Y　8、8／848

．8Y　89 ／5．5
8．5Y　8．9／7．5
76Y 　8．7／9．46

、5Y　S，8／6．0
6．8Y　8．7／7．9
6．4Y　86 ／9．8

1．pale　COiOr 　 2、neUt 旧 I　COIO 「　　3．deep　COIOr

織 糸 の 色 と作 ら れ た チ ェ ッ ク 柄 の各 々 の 部分 の 色は

Table　2 に 示 した．そ の うち ， 織糸 の 色は 染色後 の 織

糸を隙 間な く平行 に ならべ ，測定 した 結果 で あ る．

　（3） 租対明度 と相対彩度

　製作 した チ ェ ッ ク柄 の各 々 の 部分 の 色 の測定か ら，

前報 と同様に相対明度 と相対彩度を算出 した．

　 1 単位 チ ェ ッ ク柄の 2色配色 は 4 カ所 ， 3色配色は

9ヵ 所 の 明度 お よ び 彩度 に各々 の 面積を掛 け， 1試料

全体 の 面積あ た りに 算出 して ，相対明度お よ び 相対彩

度 と した．こ の 値 は大 きい の で こ こ で は × O．01 を取

つ て い る，

　柑対明度 ＝ 0，01V × S／s　 相対明度 轟 〔〕．0ユC × S／s

　 　 　 　 　 n　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　n　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 n

　　　 v ［＝ Σ しJi・Si，　　 c ； Σ Ci・Si，　　 ．s’＝Σ Si
　 　 　 　 1＝1　　　　　　　　　　　 星

＝1　　　　　　　　　　　 i一且

　　　　（2色酉己色 ：n ＝4，　3色酉己色 ：n ；9）

　た だ し，S＝L7．51cm ：

，　 v，
＝各部分 の 明 度，　 c、＝各

部分 の 彩度 ，
5，

＝ 各部分 の 17．52cm ：

中 の 総面積 を示

して い る．

　算出 した 2色配色 と 3色配色の 相対明度お よ び相対

彩度 を色相 ご と に，よ こ 軸 に 相対明度 ，
た て 軸 に 相対

彩度 を対応 し，Fig　2 に示 した．

　Fig．2 か ら青系は 2色配色 と 3色 配色 に 差が 赤，黄

系よ りは っ きり分か れ，特に， 2 色配色に対応 する 3

色配色 が 2色配色 よ り相対明度お よ び相対彩度が高い

こ とが示 され る ，2 色配色 の 中で は ，淡色が 多く使わ

れ た No．684は濃色が 多く使 わ れ た No ．643よ り相対

明度，相対彩度共 に高 く，これ は 3色配色 の 中 で も見

られ，No ．414 は No ．615 よ り相対 明度お よ び 相 対彩

度が 高い 試料で ある ，

　赤系 に 用 い ら れ た織糸は相対明度が高 くな る と，相

対彩度 が 低 く な り （Table　2），青系 と違 う傾 向 で あ る．

すな わ ち淡色が 多 く使わ れ た No ．684が濃色 が多く使

われ た No．643よ り相対明度 は高 い が相対彩度 は低 い

試料 で あ る．こ の 傾 向は 3 色 配 色 で も見 ら れ ，No ，

　 ● 　 　　 　■ 　 　　 　 O 　　 　 　　 口

　 684　　　643 　　　　414 　　　　　615
　 　 Bl　　　　 Al　B3 　　　 ヘ ヨ Bl 　じ E　　　　 Al　B3 　ca

l：慰 圉
軒麗ii匯i

　 　 　 Blue
　13

畧12
・　 一一・0

911−　 ｛］　：

ニ 　 　 　 　 　 　 　 　　　 　
　

010 　　　　：　 i
  　 　　 　 　 1　 ：
〉 　 9　 　 　 　 　 　 　 　 　　り　　 　　　　 　　　　 　　　　 　

　
pu ・　 　 1・● ：
ω 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　 ．I

　 fi　　　　　　 累 ＿hb冒　　 L

　 TS　 　ヰ　 ／5　 　ち　 ＋ア　 　　　 ロ　　 2o

　 　 relative　value

Fig．2．

Red

　

01

…

P・

n

岩
よ

i
…τ
ー

S753

斗
321

Yellow

測
，

や

津

15　16　t7　1a　 聖b　20　21　2Z　　　　！4 　25　1a　Er 　 ZS 　ES 　ヨD　31

Relati＞e　 value 　and 　relatlve　 cllroma 　by　color

syste1 τ1 （blue，　red 　and 　yellow ）

414が N 〔〕．615 より相対明度は高 い が相対彩度は低 い

試料 で あ る．

　黄系は
， 赤系よ りさ ら に 明度が 高 く，しか も試料 の

相対明度の 範囲 が 狭 い 試料 で ある．相対彩度 に 対 し て

は赤系 と同 じく明度が低 い と彩度 は 高 くなるの で
， 淡

色 の 方が濃色 の 方 よ り相 対彩度が低 くな り，No，684

よ り No ．643が 相対彩度が 高い 試料に な る．こ れ は 3

色配色で も見 ら れ
，
No．414 よ りNo．615 が 相対

．
彩度

が 高い 試料 で ある ．

　同
一一デ ザ イ ン で あ っ て も ， 色相 ご と に

， 算出 した 相

対明度お よび相対彩度 の 傾 向はか な り違うこ とが示 さ

れ て い る．

　（4） 官能検査

　 前報の 2 色配色で は色相に よ る イ メージ の差が色杉

に 関係 が あ る と思 わ れ る評価項目 に多 く見 られ ，今回

も色系 ご と の 配色 に よ る イ メージ を比較検討す る た め

に，色彩 の 評価項目を中心 と し，デザ イ ン，好み の 項

目を加え，Tabie　3 に 示 した 20 評価項 目 に つ い て 検

討 した ．

　官能検査 の被検者は 20 名で ，前報の 被検者 と同
一

で
， す べ て の 試料 に 対 して SD 法に よ り評価を させ た ．

試料の 提示 は ラ ン ダ ム で，JIS　Z　8721「色の 表示方法一

三 属性 に よ る 表示」 に準 じ て 北窓側 の 照度 1，00 　ix

以一Lの 自然光 の 下 で行 っ た．

3．結果 お よ び 考察

　SD 法 の 評価値 を用 い て
， 次 に 示 す各々 の 検討 を行

っ た．
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Table　3．　 Item　of 　sen9，　ory 　evaluation

brigbtness123

bright− dark
not 　dark − dark

b而ght − not 　b画ght

deepness4567
pale　cobr − deep　cobr

not 　deep　color − deep　co ｝or

pale　color − not 　pale　color
weak 　color − str。ng 　cobr

vMdness8910

not 　du特cobr − du【I　cobr

vivid 　cobr 一
冖 ot　vivid 　color

not 　somber 　color − somber 　color

shOWIness1

τ

1213

5hQwy − not 　5howy

冂ot　plain− plain

shqwy
−

plaln

design

1415161718decqrati》e 一陰ot 　decoratlve
unquie い qUlet
brilliant− not　bri匹iant
not 　profound− prQfound
dean − unclean

liking1920likes 隋ze 　of　check 　patterR−　dlslike
li裟e　combinatio晦 of　cobr − dis征ke

（1） 2 色配色 と 同
一

部分 を持 つ 3 色配色 を組 に した

　　　官能評価

　 1） 差 の検定

　Fig．3 に は組に した 2 色配色 と 3色配色 の SD 法に

よ る 各々 の 評価 の 平均値をプ ロ ッ トし， 2色配色と 3

色配色 の評価値に対す る平均値の 差 の検定 を行 い ，項

旨ごとに右側に ，その結果を示 した．・ ・ は危険率 1％

で ，・ は 危険率 5 ％ で 有意の 差が 認め ら れ て い る項 目

で あ る．

　青 系の 場合 ，No．643と 615の 組 に つ い て は差 が認

め ら れ た項目が 多く，そ れ らは常に 2 色配色 に対
．
す る

評価点よ り3色配色の 評価点が 大きい ．こ の試料の組

の 特徴 と して は Fig．2 に 示 し た よ うに相対明度 と相対

彩度 の 差 が 見 ら れ る 試料・の 組 で 視覚的 に もそ の 差 が 認

め られ て い ると言える． 2色 配色 よ り 3色 配色 は 1．

明る い ，4，色が薄い ，11，派手で ある，14，装飾的で

あ る ， 15．渋 くな い
， 16．は なやか で あ る と 評価 して

い る．つ ぎ に 相対 明度 と 相対彩 度が 比較的 に大 きい

No ．684 と 414 は 2．暗 くな い ，12．地味 で ない の 項 H

で 差が認め られ，No ．643 と 615 の 場合 と同様 に， 2

色配色よ り3色配色の 方が暗 くな く，よ り地味で ない

と評価 して い る ．

　赤 系で は，比較 的相 対彩 度が大 きい No．643と 615
の 場合 に つ い て の み 差 が 認 め られ た．それ は 2 色配色

よ り 3 色配色が 9．鮮や か で あ り，14，装飾的 で ある

が，15．渋 さに つ い て は 2色配色が渋 くな い と評価 し

て い る．こ れ は青系の場合 と逆 の 評価 で 色相 に よ っ て

明 ら か に 異な る点 と しで 示さ れ た ．赤系の No ．684 と
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nlfi ⊂註nce414 は 相対 彩度の差 が 比 較的

きい が 視覚的に は2 色 配色 と3 色 配色 と の 差 が 1

目も認 め られて いない． 　 黄系の 場合のNe ． 648 と

4 は相対彩 度に 2 色 配色 と 3 色 配 色 に わずかな 差

見 ら れ る組であ る ．したが っ て 2 色 配 色と 3 色 配

に評価 の 差が認められ て い る 項目 があり ， 2 色配

より3 色配色が6 ．色が薄 く ， 相対彩 度が大きい3

配 色 よ り2 色 配色 が 10

鮮やか である と評価して い る ． 　 青系は 相対

度と 対彩度の差

大きい
試
料で 全 体 34 （598 ） N工工一
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同色相の 濃淡 を組み合わせ たチ ェ ッ ク柄に 対す る視覚評価
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Fig．4．　Freqllency　distributiorl⊂｝f　items　wi 七h　s嬉nifト

　　　 callt　differences　was 　shown 　in　the　t−test　of

　　　 sensory 　evaiuation 　value 　for　No ，643　and 　No ．

　 　 　 6上5

に 2色配色 よ り3 色配色の 評価値が高い ．色相に よ り

2 色配色 と 3 色配色評価の 差が認め られ て い る項 目は

異なり，No．643 と 615 に 対 し，
15，「渋 くない

一
渋 い 」

の 項目の 評価は青系の 場合 2色配色が ，赤，黄系で は

3 色配色が渋 い と 評価 し て い る こ とが示され た．

　2）　評価値の 度数分布 （No，643 と 615）

　前項の 平均値 の 差の 検定結果か ら，青，赤，黄系共

に 2 色配色 と 3 色配色の 試料間 に差 が認め ら れ た項目

が 多か っ たの は No．643 と 615 で あ っ た ．こ れ ら の 中

か ら
・．．一

つ の評価項目に対 し二 つ 以．．ヒの色系で差が 認め

られて い る 項 目 に つ い て No ，643 と No ，615別 々 に 評

価値の 度数分布 を組 に して色系ごとに Fig．4 に 示 した，

また そ の 平均値 お よ び標準偏差を示 した．それ らの項

目 は 9．「鮮や か で ある
一
鮮やかでな い 」，

14．「装飾的

で ある一装飾的で な い 」，15．「渋 くな い
一
渋 い 」，20．

「色の 組合せ が 好 き
一好きで な い 」 の 4 項目で あ る No．

643 （2色配色）は■ ，No，615 （3 色配色）は 圃 で 表

示 した ．こ れ らか ら次 の こ と が言 え る．

　 9．「鮮や か で あ る
一
鮮や か で ない 」 の 項 目 は

， 青 ・

赤系で は，標準偏差が 3色配色 よ り2色配色が大 きい ．

それ に対 し， 黄系は 2色配色 が標準偏差 は小 さい 傾向

で ある．青，赤系 の 度数分布は 2色配色と 3色配色は

か なり異な る が，それ に対 し黄系の 度数分布は 同 じ傾

向 で あ る．

　 14．「装飾的で ある一装飾的で ない 」の項目は，青系

は評価値 0 を中心 として 2 色配色は負，3 色配色は正

に偏 っ て い る．赤系の 2 色配色は評価値 0 を中心に対

称分布 して い る が ， 3色配色は評価値がすべ て 正 に偏

っ て い る ．黄系は 2色 と 3 色配色共 に 正 に 偏 っ て い る．

　 ユ5．「渋 くな い
一
渋 い 」の項目は青系は 2色配色 よ り

3色配色 は各評価値 の 度数分布が広が り， 2色 配色 は

ほ とん どが 負に偏 っ て い る ．赤系 ， 黄系は 2 色配色 で

正 にな る とそ の度数が多 くなるが， 3色配色で は バ ラ

ッ キが大 きい
一様分布

川
を示し て い る．こ の 渋 さに対

す る項 目は青 ， 赤 ， 黄系共に差が 認め られ た項目で あ

り，そ の 度数 の 分布 が 色相ご とに差が あ る こ とがわか

る．

　 20．「色の組合せが好 き
一
好 きで な い 」の 項 目は，他

の 項 目 と比べ て い ずれ の 色系で も 2色配色 と 3色配色

共に バ ラ ツ キが大 きい ．これ は配色が色相に よ っ て デ

ザ イ ン と共に個 人 の 好 み を決 め る もの で あ る こ とを示

唆 して い る．

　 以 上 の こ とか ら，2 色配色 と 3色配色 の 差が 認め ら

れ て い て も， そ の 度数分布の特徴 はデザ イ ン と色系ご

とに 異 なる こ とが わ か る．

　   　同
一

チ ェ ッ クデザ イ ン に対する 3色 系の 比較

　 チ ェ ッ ク デ ザ イ ン は 同
・
で ，色系だけ変えた場合 の

官 能評価値 を色系ご と に プ ロ ッ ト し
，
Fig．5 に 示 した．

　 図、．ヒは 2 色配色，図下は 3色配色で ある． 2 色配色

で は青系が赤 ， 黄系よ りそ の官能評価値 が低 く，
3 色

配色 で は
，

2 色配色 よ り青，赤 ， 黄系 の 評価 の 差 が 小

さい ．こ の こ とか ら，2 色配色 が 3色配色よ り色系の

影響 を よ り多 く受けなが ら試料 を評価 して い る こ とが
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Fig，5 ．　Cornparison 　of　three 　color　systems （b［ ue ，　r

　 　　a ．nd 　yellow） for　the 　same 　 desi

わ かる ． 特に 青 系の場合，配 色が 単 純 で ある 2 色

色 が3 色 配色より，赤 ，黄系との官能訐 価値の 差

はっ きり見

れる
．

　 同 一 一 デ
ザ

インで も ， 3 色系 の イメ ー ジ の

均の差が 3 色配色よ り は2 色 配色 の 方が大き いこ

が わ か り
，

個 々 の
デ

ータを用 い ，一元配置
によ
る
分散

析 111 を行 っ た ． 項E は重ねないよう に 11

項
目

選 んで ， 一 一つ の 項目 ご とに分散分析を行 っ た．Fig
　 6 に は 色 系ご と に ，項 目に 当 た る平 均 値 を 示し て

る
．

・ ・ は危険 率1 ％，・ は 危険 率 5 ％ で 分散 が

めら

て いる項 目で あ る． 　 E図の2 色 配色の方 が

図の3 色配 色 より色 系によ る 官能評価の差が 見 ら

， こ の ことは ， 2 色配色のデ ザイン が 単純であ る

め色系 によ る 評 価

差があるこ とを示してい る ， 　2色配 色の No ． 　68
ﾆNo 、 643 の 場 合 ， 共 通 に 危 険 率1 ％で 分 散 が

め ら れている項日は ， 1 ． 「
明
る い一 曙 いL 　9．「鮮

かである一鮮やか
でない」， 13 ．

「
派 手な一地味な 」， 1

D 「渋くな い一渋い」 ， 16．「はなや か で ある 一はな

かで ない 」 ， 20 ． 「色の 組 合 せが好 き 一 好 き で

い」など であ り ，い ず れ も 黄 ， 赤，青系 の順 に 評

値が高 い ことが示され て い る．
3色配色の No ． 414 と N

D615 の
場 合，15 ． 「 渋 くない一 渋い 」 に 対 し

ﾄ は 共 通 に ，危険率
5％
で 分 散 が 認め られている が，

の 他の 項 目 は 1 可 』一傾向 で は なく3 色配色 が2色 配

よ り は 色の影響よ り，

ザインを 加味し ながら 評価 し ている た め と考えられ

． 　 （3
官 能量 20 項 目のギ成 分分析に よる因 子 負 荷 量 　

　の分散 　2 色 配 色と3 色 配 色に対するデ ザインの

メ ージは 前項 （ 1 ）の結果 からもわか る よう に

色系 ご とに， ま た 同色相でも試料間の 相対明度と

対彩 度 の 差 が 大 きか っ た 試料については評 価 の 差が見

れた ．特に， 青系の組と している 2 色配色（No ． 643
と3 色配色 （No ． 615 ）は，20項目に 対 す る官能

価 の平均値 に差 が大きく 見 られた試 料である（Fig ． 3 ）

ここで ， 胃系 の2 色 配色（No ．643 ）と3 色配

（ No ， 615 ）の各々 20 人 の素データを
用い，20項目

変数 と し，同色系 での評価の差の 傾向 を調 べるた

に， 主 成分分析 TL ’ ．1s ／ を行 っ た． Fi

D7に因子負荷量の 分布を示 した． 　その結 果， 第 3 成分まで

累 積寄 与 率 は3 色 配 色 （No ．615 ）が2 色配色（

．643）よりやや 大きく， 第 1 成 分の 寄 与率も3 色配

（No ．　615 ）
が 2 色配色 （ No ． 643 ）

り多 少大き いことが示 され た ． しか も 第 1成分の

与は

2 ， 第 3 成 分 に比 較 す る と かなり大 きい． し かし ，

成分について見ると 次のことが言え る 。 　 第 1 成分

は ，2 色配色（ No，643），3 色 配 色 （No ．6
） 共に ， 因子負荷量 が正

に
なっ ている 項目が 多 く

，2
配 色（No．643 ＞ の 場合

，因 子 負 荷 量が 高 いも の

13 ．「派手な
一
地味 な 」 ， 2 ． 「 暗 くな い一 暗 い」，

2 ．「地 味で あ る一地味で な い 」などで， 3 色配

（ No ．61 「 J ） の場合もこの項目などが第 工成分

大 き く 寄 与している．し たがって，2 色配色と3
配 色 共に第 1 因 子で は 第 1 成

の寄与 率が他 成分 よりか な り 大
き
いので，派 手 さ

明 る さと 地
味

さ，暗さ を区別 する因子 が共通に示され

い る ． 　寄 与と し てはあまり大き くない
が
一応 第 2

分 につ いて見る と，2 色 配色
（ No 、 643 ） では，

子 負 荷量 が正 の 値
で 高 い も の は 8 ． 「 色がに ぶく

い一 がにぶ

」， 10 ． 1 色 が さ え て い る一 色がさえ て い な い」など であ り
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同色 相 の 濃淡 を組み 合 わせ たチ ェ ッ ク柄 に対す る視覚評価
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Fig，6．　Variauce　of　three　color 　systeIns （blue，red 　and 　yellow）for　the　same 　design，　the　same 　item

一ジ が 寄与 し て い る こ とが わ か る．．・
方 3 色 配 色

（No 、615）で は，因子負荷量が 正の 値で高い の は 17．

「深 み が な い
一深み が ある」で あ り， 負の値で高い の は

14．「装飾的 で あ る一
装飾的 で な い ］で あ る ．第 2 因子

は深み があ る ・装飾的で あるの イ メ
ー

ジ と
， 深みがな

い ・装飾的の イ メ
ー

ジを区別する因子と考え られ る．

こ の こ とか ら，第 2 成分で は 2 色配色 と3 色配色 に対

する評価の 違い が示され て い る，

　第 3 成分で は， 2 色 配色 （No ．643）で は 3．「明る

い
一
明る くない 」， 3色配色 〔No，615）で は 16．「は な

や か で ある
一は なや か で な い 」 な ど の 因 チ負荷量が 高

い ．

　こ の こ とか ら，青 系の 2 色配色 （No ．643） は ，第

3 成分まで 高く寄うす る因 子は主 に単純な色 の 3属性

と 関係 が あ る と思わ れ る 評価項 目 が 多 く， 3 色 配色

（No．615）は
，

2 色配色 （No．643）よ り第 2 ，第 3 成

分 に デ ザ イ ン と関係があ る と思われ る 総合的な評価項

目 が 寄 与 して い る こ とが わ か る．青系で は 同色系 で も

3 色配色 の 方が 2 色配色 よ りデ ザ イ ン を加味 して 総合

的に評価 して い る こ とがわか る．以上 の こ とよ り青系

試料の相対明度，相対彩度の差が 赤，黄系よ り大きか

っ た の で
， 視覚 に お い て も青系 は 赤 ， 黄系 よ り，

チ ェ

ッ クの デザ イ ン の 差が異なるイ メ
ージ を与 えて い る こ

とが示 され た ，

　 4 ．要　 　約

　同色系 の 濃淡 を組み合わせ たチ ェ ッ ク柄 に 対 し，色

相 （青，赤，黄系） ご とに濃 ・淡色を用 い た 2 色配色

と濃色 ・
中間色 ・淡色を用 い た 3 色配色の イ メージ評

価 を SD 法 に よ り調 べ た 結果，次 の こ とが 言え る，

　（1） 2 色配色 と 3色配色 の チ ェ ッ クを組 に して SD

法による 20人 の 評価値 を項 目 ご と に平均値 の 差 の 検

定 を行 っ た 結果，同
．一一一

デ ザ イ ン の 試料 で も，渋 さ に対

して は青系は 2 色配色が，赤 ， 黄系 で は 3色配色が渋

い と評価 して い る ．また，平均値 の 差 の 検定 で 有意差

が 見 られ る 項 目の 評価値 の 度 数分布の パ ター
ン は 色系
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皿 皿

Fig．7．　Dispersion　of　the　factor　loading並n　the　pr孟ncipal 　component 　analysis 　for　the　blue

　 　 　 　 systeln

Left： two−color 　combination （No．643）； right ： 仁hree−color 　combinatlon （No ，615）．　O ，　itelns　of 　high

factor　loading　for　the 　firsち component ；△ ，iteIns　ol
’
　hlgh　factor　loa〔i重ng 　forしhe　second 　compeneltt ，；匚］，

星teIlls　o 「high　factor　loading　fr）r　the　third　conlponent ．1，　bright
−dark；2，　not ，　darl（−dark；3，　bright−Ilot

bright；4、　pale　color
−deep　color ；5，1／0t　deep　color

−d巳 ep 　color ；6、　pale　c 〔｝lor−rlot　pale ¢ olor ；7，　weak
color

−
strong 　color ；8，　rlot　dull　c 〔｝lor−dull　col 〔｝r；9，　vivid 　co ［or

−
not 　vlvid 　color ；10，

　I／ot．　somber 　color
−

sornber 　color ；　11
，　showy −not 　sh （｝wn7 ；　12

コ　not 　plain
−
plain；　ユ：3，　shoWy −plain卜　14，　decQrat．tve−rlot

decorative；上5，　unquiet
・−
qujet；16，　brilliant

−
not 　brilljant；17，　not 　profound

−
profound；18，　clean −unclean ；

王9，！ike　size　of 　check 　pattern−disljke；20，hke　combination 　or 〔：エ）［or
−dislike．

ご と に 異な る．

　  　同
一
デザイ ン，同

．一
項 目に対 して，色相 を変数

と し，
一

元配置 の 分散分析 の 結果 ，
2 色配色で は色系

ご との 分散は 大きい が
， 3色 配色 の 方 は 2 色配色 よ り

色系ごとの評価の分散は小さい ．こ れは 3色配色の方

が 2 色配色よ り色彩に デ ザ イ ン を 加味 して 評価 して い

る と 考え られ る．

　（3） 青系 の 2色配色 と 3色配色 の 主成分分析の結果，

2 色配色 よ り3 色配色 の 第 3成分 まで の 累積寄与率が

や や 大 き く，第 2，3 成分 に 2色配色 は 色彩 ， 3色配

色 はデ ザ イ ン に関与し，同色系で も 3色配色 の 方が色

彩 とデ ザ イ ン を総合的に評価 し て い る こ とが わ か る．
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